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2024 年 10 月 1 日（火）18 時、名鉄グランドホテル（名
古屋駅前）において、名古屋支部の総会・講演会・懇親
会が開催されました。参加者は会員 25 名、来賓として依
田高典教授（京都大学大学院経済学研究科）と事務局の
田村利恵様の 2 名を含む計 27 名で、終始和やかな雰囲
気の中で進行しました。

総会では、室賀支部長の挨拶に続いて、髙塚理事が支
部活動報告を行いました。2023 年 7 月に幹事が交代し、
開催時期を夏から秋に変更したことや、デジタル技術を活
用して支部運営の効率化を図ったことが報告されました。
また、会計報告が行われるとともに、会計責任者および監
事の交代が発表されました。

　講演会では、依田教授に
よる「行動経済学から見る
AI の未来」をテーマとした
講演が行われました。教授
は、生成 AI が引き起こす社
会問題やその影響について
具体例や研究成果を交えな
がら分かりやすく解説されま

した。また、「今後 10 年間、この研究をさらに深めたい」
との抱負を表明され、参加者からは「ノーベル賞に値する」
との声も上がるなど、内容の充実ぶりに感銘を受けている
様子でした。

懇親会では、田島副支部長の乾杯の挨拶で幕が開き、
依田教授から京都大学の近況報告がありました。その後、
1998 年卒業の竹内純氏が「被災地サウナ支援 NPO」に
ついてスピーチを行い、震災時のテントサウナ活用事例と
して、避難所での採暖や個室の確保、トイレや談話室とし
ての利用例が紹介されました。参加者は熱心に耳を傾けて
いました。

最後に、恒
例となってい
る「琵琶湖周
航の歌」と「逍
遥の歌、紅も
ゆる」の合唱
が行われ、肩を組んで歌い、一体感を感じるひとときとな
りました。懇親会は、伊藤副支部長の中締め挨拶で締めく
くられ、次回の再会を誓いつつ閉幕しました。
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